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唐
招
提
寺
蔵
『
六
大
無
等
義
抄
』
二
帖
（
一
）

－
　
上
帖
影
印
並
び
に
書
誌
的
解
説
　
－

二
三
四

花
　
　
野
　
　
憲
　
　
道

目
　
　
次

一
、
は
じ
め
に

二
、
書
　
　
誌「

　

は

　

じ

　

め

　

に

天
平
宝
字
三
八
七
五
九
）
年
唐
僧
・
鑑
真
和
上
開
基
に
な
る
天
下
の
名
刺
唐
招
提
寺
に
は
、
『
埼
伽
師
地
論
』
巻
第
三
十
八
（
奈
良
時
代
写
）
・

『
四
分
律
行
事
紗
』
巻
下
（
平
安
時
代
初
期
写
）
・
『
戒
律
俸
来
記
』
巻
上
（
平
安
時
代
後
期
写
）
・
〔
以
上
重
要
文
化
財
〕
、
細
字
『
大
枇
虚
遮

（1）

那
経
』
（
平
安
時
代
中
期
写
）
な
ど
、
国
語
学
的
に
も
貴
重
な
訓
点
を
施
し
た
経
巻
が
多
数
伝
来
経
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
一
部

の
経
巻
に
就
て
は
、
夙
に
田
山
信
郎
氏
（
古
典
保
存
会
刊
影
印
本
解
説
）
・
中
田
祝
夫
氏
（
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
』
）
な
ど
に
御
高
論
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

今
般
、
影
印
を
公
開
す
る
聖
教
『
六
大
無
等
義
抄
』
は
、
森
本
孝
順
唐
招
提
寺
長
老
が
七
十
余
年
の
長
期
に
亙
り
蒐
集
さ
れ
た
数
多
く
の

（2）

古
経
巻
中
の
一
つ
で
あ
る
。
森
本
孝
順
長
老
は
自
ら
蒐
集
さ
れ
た
聖
教
頬
の
主
な
も
の
を
、
二
冊
の
図
録
『
唐
招
提
寺
古
脛
選
』
　
『
唐
招
提

（3）

寺
古
経
運
賃
』
　
（
但
し
績
篇
は
非
売
品
）
に
掲
載
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『
六
大
無
等
義
抄
』
は
そ
の
う
ち
の
「
繚
篇
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る



資
料
で
あ
る
。
本
書
の
影
印
等
の
公
開
に
就
て
は
、
森
本
孝
順
長
老
並
び
に
唐
招
提
寺
当
局
の
格
別
な
る
御
温
情
と
温
か
い
御
許
可
の
言
葉

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
上
下
二
帖
に
分
か
れ
て
い
る
。
本
資
料
全
体
を
掲
載
す
る
に
あ
た
り
紙
数
を
考
慮
し
て
影
印
・
解
説
・
訓
読
文
等
を
分
載
す
る
こ

と
と
し
、
本
韓
に
於
て
は
「
上
帖
影
印
と
書
誌
的
解
説
」
を
収
め
、
「
下
帖
影
印
と
内
容
的
解
説
」
・
「
訓
読
文
」
等
は
次
輯
以
降
に
譲
る
こ
と

と
す
る
。
こ
の
こ
と
に
就
て
大
方
の
御
諒
解
を
願
い
た
い
。

二
、
書
　
　
　
誌

唐
招
提
寺
蔵
『
六
大
無
等
義
抄
』
上
・
下
二
帖
は
鎌
倉
時
代
中
期
建
長
四
八
一
二
五
二
）
年
の
奥
書
を
有
す
る
粘
葉
装
縦
長
本
で
、
樟
交

り
斐
紙
、
押
界
八
行
、
縦
二
十
六
・
八
糎
、
横
十
六
・
九
糎
、
界
幅
一
・
八
糎
、
界
高
二
十
二
二
一
糎
、
各
帖
共
内
題
下
方
に
単
廓
「
方
便

智
院
」
朱
印
一
顆
ず
つ
押
捺
し
て
い
る
。
上
帖
の
表
紙
は
縦
長
張
題
箋
を
残
し
た
原
表
紙
で
、
表
紙
に
は
別
筆
で
は
あ
る
が
「
栂
尾
方
便
智

院
本
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
本
書
が
洛
西
栂
尾
高
山
寺
旧
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
下
帖
は
原
表
紙
が
薄
く
剥

れ
題
箋
・
墨
書
は
認
め
ら
れ
な
い
。

（
外
題
）
　
［
上
帖
］
　
「
六
大
無
等
義
巻
上
」

［
下
帖
］
　
ナ
シ

（
内
題
）
　
［
上
帖
］
　
「
六
大
無
専
義
抄
巻
上
」

［
下
帖
］
　
「
六
大
無
等
義
抄
巻
下
」

（
尾
題
）
　
［
上
帖
］
　
「
六
大
無
等
義
抄
巻
上
」

［
下
帖
］
　
「
六
大
無
等
義
抄
巻
下
」

（
奥
書
）
　
［
下
帖
］
　
「
一
校
了
」

唐
招
提
寺
蔵
『
六
大
無
等
義
抄
』
　
二
帖
　
（
一
）
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二
三
六

＊
「
□
本
云
／
寛
元
五
八
一
二
四
七
）
年
灯
二
月
二
日
子
剋
於
高
山
寺
東
／
谷
繹
庵
依
一
人
之
懇
請
卒
爾
草
之
畢
／
東
谷

隠
侶
高
信

元
是
傾
名
也
彼
草
於
高
山
寺
林
師
令
一
見
給
了
／
其
後
依
同
侶
勧
進
成
眞
名
畢
臭

建
長
四
八
三
五
二
）
年
望
有
二
十
八
日
於
丹
州
神
尾
山
／
北
谷
草
室
柳
加
鮎
華
遽
可
再
治
之
也
央
／
山
中
非
人
高
信
」

＊
一
字
分
削
除
、
『
唐
招
提
寺
古
経
選
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
田
中
稔
氏
の
翻
刻
に
は
「
或
」
字
と
す
る
も
「
諸
」
と
も
見
え
る
。

本
文
墨
書
は
、
上
帖
・
下
帖
の
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
各
帖
共
全
丁
に
亙
り
同
一
人
の
手
に
な
る
と
認
め
ら
れ
る
。
し
か
も

上
帖
と
下
帖
と
の
筆
は
別
人
の
手
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

訓
点
は
失
点
（
句
切
点
・
返
点
・
声
点
）
、
墨
点
（
仮
名
・
声
点
）
が
二
帖
共
本
文
と
同
筆
で
付
さ
れ
て
あ
り
、
共
に
建
長
四
年
頃
の
加
点

と
考
え
ら
れ
る
。
奥
書
は
当
然
な
が
ら
高
信
の
作
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
人
自
筆
と
い
う
確
証
は
現
在
の
と
こ
ろ
持
っ
て
い
な
い
。

奥
書
に
記
さ
れ
た
内
容
に
就
て
考
察
す
れ
ば
次
の
様
に
な
ろ
う
か
。

此
の
奥
書
に
は
、
寛
元
五
年
に
一
人
の
懇
請
に
よ
り
高
信
が
「
六
大
無
等
義
抄
」
を
短
時
間
で
草
し
た
事
が
先
ず
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

時
に
書
か
れ
た
文
体
は
仮
名
書
き
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
「
仮
名
書
き
祖
本
」
と
い
う
こ
と
に
す
る
。
此
の
仮
名
書
き
祖
本
を
義
林
房
喜
海
の
閲

覧
に
共
し
、
後
に
同
侶
の
勧
進
に
よ
り
漠
文
体
に
改
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
を
「
漢
文
体
祖
本
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
そ
し
て
寛

元
五
年
に
高
信
が
仮
名
書
き
祖
本
を
草
し
て
よ
り
五
年
後
の
建
長
四
年
二
月
に
、
同
じ
く
高
信
が
漠
文
体
祖
本
に
加
点
を
し
た
も
の
、
或
い

は
同
時
期
に
書
写
さ
れ
た
も
の
が
本
資
料
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
更
に
、
仮
名
書
き
祖
本
を
漠
文
体
に
改
め
た
作
業
は
高
信
を
は
じ
め
、

高
信
の
身
近
な
人
（
弟
弟
子
か
）
が
分
担
し
て
担
当
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
奥
書
に
み
ち
れ
る
高
信
に
就
て
、
彼
の
来
歴
を
簡
単
に
み
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

高
信
は
順
性
房
と
号
し
、
明
恵
上
人
の
高
弟
の
一
人
で
あ
る
。
建
久
四
八
二
九
三
）
年
に
生
ま
れ
、
文
永
元
八
一
二
六
四
）
年
六
月
五

日
入
寂
し
て
い
る
。
代
表
的
著
作
と
し
て
は
本
資
料
『
六
大
無
等
義
抄
』
を
は
じ
め
、
宝
治
元
八
一
二
四
七
）
年
に
丹
州
神
尾
山
寺
に
て
同



侶
等
と
共
に
『
解
脱
門
義
聴
集
記
』
を
編
纂
し
、
又
建
長
五
八
二
五
三
）
年
に
は
後
嵯
峨
院
の
命
に
依
り
『
高
山
寺
縁
起
』
を
著
し
た
学

僧
で
あ
る
。

高
信
の
血
脈
は
次
に
示
す
通
り
で
あ
る
。（4）

「
廉
澤
血
脈
栂
尾
流
」
　
（
高
山
寺
本
抄
出
）

益
信
1
寛
平
法
皇
　
－
　
（
中
略
）
－

高
野
御
室
　
－
　
兼
助

付
十
三
人
明
恵
上
人

行

慈

。

ほ

J
方
便
智
院
空
達
上
人

定
真

仁
真

十
無
意
院
義
林
上
人

喜
海

神
尾
開
基
順
性
上
人

高
信

「
華
厳
血
脈
」
　
（
高
山
寺
本
抄
出
）

批
虚
遮
那
彿
－
－
普
賢
　
－
　
文
殊

（
中
略
）
　
－
　
景
雅

同
じ
く
神
尾
山
は
神
尾
山
寺
・
金
輪
寺
と
も
称
さ
れ
、
丹
波
国
宮
川
（
現
在
の
京
都
府
南
桑
田
郡
宮
川
）

に
在
る
天
台
宗
寺
門
派
の
寺
で
、

順
性
房
高
信
に
よ
り
遺
教
台
が
開
則
さ
れ
て
以
降
明
恵
上
人
の
法
燈
を
伝
え
た
寺
院
で
あ
る
。
正
嘉
二
八
一
二
五
八
）
年
以
前
に
高
山
寺
の

（5）

寺
領
と
な
り
、
隆
昌
期
に
は
南
谷
・
北
谷
に
多
く
の
堂
塔
を
擁
し
、
室
町
時
代
後
期
に
は
足
利
幕
府
の
崇
敬
を
受
け
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

唐
招
提
寺
蔵
『
六
大
無
等
義
抄
』
　
二
帖
（
こ
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（6）　　　　　　（7）

『
六
大
無
等
義
抄
』
は
『
即
身
義
六
大
無
等
抄
』
と
も
称
さ
れ
、
空
海
撰
述
『
翻
身
成
儒
義
』
の
注
釈
書
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
ら
注
釈
書

類
の
中
で
は
随
分
早
い
時
代
に
成
立
し
た
疏
釈
と
い
え
よ
う
。
例
え
ば
『
正
・
続
真
言
宗
全
書
』
・
栂
尾
祥
雲
著
『
現
代
語
の
十
巻
章
と
解
説
』

な
ど
に
『
即
身
成
彿
義
』
の
疏
釈
の
主
な
も
の
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
『
六
大
無
等
義
抄
』
と
い
う
名
称
は
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
認

（8）

め
ら
れ
な
い
。
一
方
、
古
写
本
に
就
て
は
僅
に
高
山
寺
・
真
福
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

高
山
寺
旧
蔵
と
冒
さ
れ
る
本
資
料
は
、
高
山
寺
蔵
「
方
便
智
院
聖
教
目
録
」
第
三
（
文
明
頃
写
）
・
「
方
便
智
院
聖
教
目
録
」
（
江
戸
初
期
写
）

共
に
所
蔵
の
記
録
が
認
め
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
江
戸
初
期
頃
ま
で
は
本
資
料
が
高
山
寺
方
便
智
院
に
蔵
さ
れ
て
い
た
事
が
判
明
す
る
。
こ
の
よ

ぅ
な
各
種
の
事
情
か
ら
、
本
書
の
存
在
は
余
り
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
推
察
さ
れ
、
そ
の
点
か
ら
も
極
め
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

現
在
迄
に
調
査
し
得
た
諸
本
は
唐
招
提
寺
本
以
外
で
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
高
山
寺
蔵
『
六
大
無
等
義
抄
』
巻
上
・
下
　
二
帖
（
高
山
寺
聖
教
類
第
二
部
2
4
号
）

鎌
倉
時
代
後
期
写
、
「
密
蔵
院
」
墨
印
、
「
心
蓮
院
」
「
仁
和
寺
／
心
蓮
院
」
「
高
山
寺
」
各
朱
印
押
捺
、
体
裁
等
は
唐
招
提
寺
本
に
極
め
て

良
く
類
似
し
て
い
る
。

（
奥
書
）
　
唐
招
提
寺
本
と
全
同
の
奥
書
本
文
に
次
の
一
文
を
加
え
る
。

「
此
抄
上
下
明
恵
上
人
弟
子
作
也
榊
贋
爛
開
山
」

（
付
箋
）
　
唐
招
提
寺
本
と
全
同
の
奥
書
本
文
に
次
の
一
文
を
加
え
る
。

「
私
云
如
此
嘗
寺
二
一
部
去
本
候
奥
書
二
候
間
写
軟
逐
之
　
弁
（
花
押
）
」



②
高
山
寺
蔵
『
六
大
無
等
義
抄
』
巻
下
　
一
冊
（
高
山
寺
聖
教
類
第
四
部
第
一
二
六
函
4
8
号
）

江
戸
時
代
元
禄
五
年
写
、
永
排
撃
。

（
奥
書
）
　
唐
招
提
寺
本
と
全
同
の
奥
書
本
文
に
次
の
文
を
加
え
る
。

「
右
之
抄
上
巻
古
本
少
去
茄
之
／
猶
下
巻
全
不
足
故
此
度
補
之
／
也
　
／
沙
門
永
弁
六
十
七
才
／
千
時
元
禄
五
軸
年
正
月
九
日
」

尚
、
本
資
料
と
諸
本
に
つ
い
て
は
後
稿
で
考
察
し
て
み
た
い
。

注
（1）
（2）
（3）
（4）
（5）

（6）（7）（8）

［
未
完
］

森
本
孝
順
『
唐
招
提
寺
古
経
選
』
　
（
堀
池
春
峰
・
田
中
稔
・
山
本
信
吾
篇
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
昭
5
0
・
9
）
　
に
よ
る
。

注
　
（
1
）
　
文
献
。

唐
招
提
寺
発
行
（
平
2
・
1
1
）
。

「
廉
澤
血
脈
栂
尾
流
」
「
華
厳
血
脈
」
共
に
　
『
高
山
寺
資
料
叢
書
、
明
恵
上
人
資
料
第
二
』
　
（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
5
3
・
3
）
　
に
よ
る
。

納
富
常
天
解
題
「
解
脱
門
義
聴
集
記
」
　
（
『
金
沢
文
庫
紀
要
』
　
4
、
昭
4
2
・
3
）
、
奥
田
勲
『
明
恵
遍
歴
と
夢
』
　
（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
5
3
・
1
1
）
、

同
「
神
尾
山
年
表
及
び
関
係
資
料
集
」
　
（
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
『
研
究
報
告
論
集
』
昭
5
8
・
2
）
、
『
高
山
寺
資
料
叢
書
、
高
山
寺
古
文
書
』

（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
5
0
・
3
）
　
な
ど
を
参
照
。

『
俳
書
解
説
大
辞
典
』
。

「
即
身
成
彿
義
」
　
（
一
巻
）
は
、
「
般
若
心
繹
秘
鍵
」
　
（
一
巻
）
　
「
聾
字
贅
相
義
」
　
（
一
巻
）
　
「
畔
字
義
」
　
（
一
巻
）
　
「
群
顧
密
二
教
諭
」
　
（
二
巻
）
　
「
秘
蔵

賛
鎗
」
　
（
三
巻
）
　
「
菩
提
心
論
」
　
（
一
巻
）
　
と
共
に
「
十
巻
章
」
と
呼
ば
れ
、
真
言
宗
教
相
面
で
の
基
本
書
で
あ
る
。

注
（
6
）
文
献
。

唐
招
提
寺
蔵
『
六
大
無
等
義
抄
』
　
二
帖
（
一
）




